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 〈演奏〉 《ミルテの花》作品25  Myrten Op.25 より 
1. 献呈 Widmung 
4. ある人 Jemand 
9. ズライカの歌 Lied der Suleika 
10. ハイランドの未亡人 Die Hochländer Witwe 
15. ヘブライの歌から Aus der Hebräischen Gesängen 
16. なぞなぞ Rätsel 
17. ヴェネツィアの歌1 Zwei Venetianische Lieder 1 
18. ヴェネツィアの歌2 Zwei Venetianische Lieder 2 
21. 孤独な涙 Was will die einsame Träne 
22. 誰にも Niemand 
25. 東方のバラより Aus den östlichen Rosen 
26. 終わりに Zum Schluß 
《ゲーテ「ヴィルヘルム・マイスター」によるリートと歌》作品98a 
より 
Lieder und Gesänge aufs “Willhelm Meister” Op.98a 
1. ご存知ですか、あの国を Kennst du das Land 
2. ただ憧れを知る人にのみ Nur wer die Sehnsucht kennt 
5. 語れとなど命じないで Heiß mich nicht reden 
7. 悲しい歌はおやめなさい Singet nicht in Trauertönen 
9. このままの姿でいさせてください So laßt mich scheinen 
《メアリー・ステュアート女王の詩による５つの歌》作品 135 
Gedichte der Königin Maria Stuart Op.135 
1. フランスとの別れ Abschied von Frankreich 
2. 王子誕生ののち Nach der Geburt ihres Sohnes 
3. エリザベス女王に An die Königin Elisabeth 
4. この世との別れ Abschied von der Welt 
5. 祈り Gebet 
《レーナウによる６つの詩とレクイエム》作品90より 
Gedichte von N.Lenau und Requiem Op.90 
7. レクイエム Requiem 
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ロベルト・シューマンRobert Schumann (1810-1856) の遺した最後の独唱歌曲集《メアリー・ステュアー
ト女王の詩による5つの歌Gedichte der Königin Maria Stuart》作品135は、波乱の生涯ののちに処刑された









































    
 
価された。 
 
学位審査演奏会は2月19日第６ホールに於いて、R・シューマンの作品から、1840年「歌の年」に作曲され
た「ミルテの花」から12曲、後期に入りゲーテの「ヴィルヘルム・マイスター」からミニョンを中心に5曲、
論文のテーマである「メアリ ・ーステュアート女王の詩による5つの歌」、そしてその死を悼むかのようにOp.90
の「レクイエム」で結ばれた。 
「ミルテの花」は多彩な12曲をさまざまな色合いで表情豊かに細やかに歌い分けられた。「ヴィルヘルム・
マイスター」ではミニョンの思いが切々と丁寧に描かれ、「メアリー・ステュアート」では論文研究を軸とし
て、淡々と抑揚の少ない作品にもかかわらず、深さと表現力で非常に完成度の高い演奏になった。 
全体を通して柔らかく滑らかなドイツ語により詩のひとつひとつの言葉やフレーズが美しく語られた。 
響きの位置の為か音楽のフレーズの最後に力が失われる箇所が時折見受けられたのが今後の課題として残
るが、感性豊かで魅力的なシューマン演奏として高く評価された。 
以上をもって論文、演奏共に博士学位に値すると判断し「合格」とする。 
